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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

国
鉄
自
動
車
部
門
運
営
の
合
理
化
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
七
年
四
月
十
五
日 

衆 
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院 
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長 

福 
田 
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殿 

 

提 
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小 

沢 

貞 

孝 

 

一 

 



 

「
国
鉄
自
動
車
部
門
に
は
九
千
五
百
人
が
従
事
し
、
百
四
十
四
全
路
線
中
黒
字
路
線
は
た
つ
た
一
路
線
に
過
ぎ

ず
、
昭
和
五
十
三
年
二
百
七
十
三
億
円
の
赤
字
か
ら
逐
年
赤
字
が
累
増
し
て
五
十
六
年
、
五
十
七
年
は
四
百
億
円

の
赤
字
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
に
対
し
合
理
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
い
う
主
旨
の
去
る
三
月
六
日
質
問

第
四
号
に
対
し
て
、
国
会
法
第
七
十
五
条
に
示
さ
れ
て
い
る
七
日
以
内
の
答
弁
が
遅
れ
、
去
る
四
月
九
日
付
内
閣

衆
質
九
六
第
四
号
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。 

要
旨
は
、
「
日
本
国
有
鉄
道
経
営
再
建
促
進
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
経
営
改
善
計
画
に
従
い
、
ワ
ン
マ
ン
化
等

業
務
運
営
の
能
率
化
等
を
始
め
、
民
間
事
業
者
と
の
競
合
状
況
等
を
考
慮
し
て
休
廃
止
を
含
め
再
編
等
を
行
い
、

地
方
バ
ス
補
助
対
象
系
統
等
よ
り
生
ず
る
欠
損
を
除
い
て
、
昭
和
六
十
年
度
に
自
動
車
部
門
固
有
の
経
費
で
収
支

均
衡
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
」
と
い
う
答
弁
で
あ
る
。 

 
国
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自
動
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門
運
営
の
合
理
化
に
関
す
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三 

 



 

よ
つ
て
、
今
回
の
答
弁
書
に
明
示
さ
れ
た
昭
和
六
十
年
度
に
収
支
均
衡
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
に
質
問

す
る
。 

国
鉄
は
、
昭
和
四
十
四
年
以
来
五
回
の
計
画
が
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
、
今
回
の
「
経
営
改
善
計
画
」（
昭
和
五
十

五
年
～
六
十
年
）
が
六
回
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
が
、
こ
れ
又
従
来
と
同
様
に
失
敗
の
運
命
に
あ
る
こ
と
が
既

に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。 

三 

自
動
車
部
門
九
千
五
百
名
の
現
職
員
の
退
職
・
配
転
等
を
考
え
て
い
る
と
思
う
が
、
六
十
年
ま
で
の
五
年
間

で
ど
の
よ
う
に
計
画
を
作
成
し
て
い
る
の
か
。 

一 

六
十
年
度
ま
で
に
収
支
均
衡
を
図
る
と
断
言
し
て
い
る
が
、
各
年
ご
と
の
収
支
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。 

二 

ワ
ン
マ
ン
化
は
収
支
均
衡
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え
る
が
、
現
在
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
民
間
に
比
較
し 

て
率
は
低
い
が
、
六
十
年
ま
で
に
ど
う
ワ
ン
マ
ン
化
率
を
高
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

従
つ
て
、
国
民
は
国
鉄
の
提
出
し
た
再
建
計
画
な
る
も
の
を
信
用
し
て
い
な
い
。 

四 

 



 

 

五 

四 
路
線
の
休
廃
止
を
含
め
た
再
編
を
推
進
す
る
と
答
弁
書
に
あ
る
が
、
年
次
別
、
路
線
別
に
ど
う
考
え
て
い
る

か
。 

五 

六
十
年
度
の
収
支
均
衡
の
た
め
に
運
賃
の
改
定
を
計
画
し
て
お
る
と
推
察
す
る
が
、
六
十
年
度
の
運
賃
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
計
画
し
て
い
る
の
か
。 

六 

地
方
バ
ス
補
助
対
象
系
統
等
に
よ
り
生
ず
る
欠
損
は
、
年
次
別
に
ど
う
考
え
て
い
る
か
。 

七 

収
支
均
衡
を
図
る
と
い
う
な
ら
ば
、
経
営
を
切
り
離
し
て
独
立
経
営
と
す
る
か
、
少
な
く
と
も
経
理
は
独
立

し
て
収
支
が
直
ち
に
判
明
す
る
よ
う
に
会
計
処
理
を
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
見
解
は
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


